
© 2020 Autodesk, Inc.

AutoCAD LTからのステップアップ！

初心者向けCivil3D活用講座 （第4回 道路設計編）

オートデスク株式会社 技術営業本部
松本昌弘



▪ Civil3Dにおける道路モデル作成ワークフロー

▪ 平面線形の作成

▪ 縦断計画の作成

▪ アセンブリ（標準横断）の作成

▪ コリドー（道路の３Dモデル）の作成と編集

▪ 任意形状のサブアセンブリ（各種パーツ）の作成

▪ Q&A

アジェンダ



Civil3Dにおける道路モデルの作成ワークフロー

①サーフェス作成 ②平面線形作成 ③縦断作成（現況縦断図、縦断計画）

④アセンブリ作成
（標準横断）

⑤コリドーモデル作成
（道路3次元モデル）

⑥横断抽出と横断図



平面線形の作成

➢ 平面線形（Civil3Dの線形オブジェクト）の作成方法は？

◼ 他で作成したものを読み込む

✓ 他社道路CAD、線形計算アプリ等のデータ（LandXMLファイル）

✓ InfraWorksで作成した道路（IMXファイル）

✓ ポリラインで作成された線形をCivil3Dの線形オブジェクトに変換

◼ Civil3Dで新たに作成

✓ IP法による入力（線形の始終点とIP点を指定）

✓ 片押し法による入力（線形要素を1つずつ入力）

IP法に
よる入力

片押し法による入力





平面線形の作成

➢ 片押し法による入力は？

◼ 下図のような線形計算書から数値を読み取って1要素ずつ入力

◼ 間違えないように、先に主要点の座標値からポイント作成しておくことをオススメ



①固定曲線（2点と半
径）

②固定緩和曲線
（終点側緩和曲線
半径300m 長さ75m）

②固定緩和曲線
（始点側緩和曲線
半径300m 長さ75m）





縦断計画の作成

➢ 縦断計画の作成方法は？

◼ サーフェスと平面線形を作成しておくことでCivil3Dが縦断図を自動的に生成

✓ 作成された現況縦断図に縦断計画の始終点と勾配変化点を指示して入力

✓ 縦断曲線長や測点位置、標高値は後で自由に編集可能

VCLを設定してお
き縦断計画を入力

勾配変化点の
追加/削除

パラメータ編集のための測点指示



縦断計画の作成

➢ 縦断図（縦断ビューの各帯項目）の設定のポイントは？

◼ 縦断計画を入力しただけでは、各帯の項目で表示されないものがあるので

別途設定が必要

✓ 帯の項目の内、縦断計画から数値を取得する必要があるものを指示

（勾配、計画高、切土、盛土の帯は“縦断計画”に変更して数値取得）





アセンブリ（標準横断）の作成

➢ アセンブリとサブアセンブリとは？

◼ アセンブリとは簡単に言うと「標準横断」です

◼ アセンブリは部品（サブアセンブリ）を組み合わせて作成します

✓ 予め用意されたサブアセンブリ（車線や法面、etc）を画面上で配置

✓ サブアセンブリにはパラメータ（幅員、法面勾配値、etc）を設定します

アセンブリ基線
（道路中心です）

ツールパレットからサ
ブアセンブリを選択

幅員や横断勾配値等のパラメータを設定
して、アセンブリ基線に追加

部品（サブアセンブリ）を組み
合わせてアセンブリの完成





コリドー（道路の3Dモデル）の作成

➢ コリドーとは？

◼ アセンブリを平面線形と縦断線形に応じて各測点位置に配置し、各測点間を結

んで作成した3次元形状のことを指します

◼ つまり、コリドーはアセンブリを平面、縦断線形で押し出した形状のことです

※コリドーは一つのオブジェクトとして作成さ

れ、関連つけられた線形や縦断が更新されると

コリドーオブジェクトも動的に更新されます。

また、３次元モデルであるコリドーから土量を

算出することや横断図を作成することが可能で

す



コリドー（道路の3Dモデル）の作成手順

コリドー作成手順

①作成対象の平面線形を選択

②縦断計画を選択
選択した平面線形に関連する縦断線形が選択肢として表示されます

③アセンブリの選択
同じファイル内に作成済みのアセンブリから選択します

④ターゲットサーフェスの選択
アセンブリ内に地形に擦り着く法面を作成するサブアセンブリが存
在する場合、そのターゲットとなるサーフェス（地形）を一覧から選
択します





コリドーの設定と編集について

リージョン（区間で分割）

リージョンごとに別の
アセンブリを設定可能

測点範囲を指定して
分割位置を指示

コリドーリージョンによる区間の分割

➢ 同一線形内で区間で分割して別のアセンブリ（標準横断）を設定



コリドーの設定と編集について

コリドー測点間隔5.0mの場合 コリドー測点間隔1.0mの場合



任意形状のサブアセンブリを作成する場合
ユーザーが標準にはない任意形状のサブアセンブリを下記の3種類の方法で作成す
ることが出来ます。

①汎用サブアセンブリの「リンクマルチ」を使用
最大12個のリンクを指定して標準にない構造物などの形状を作成します

②ポリラインで作成した形状をサブアセンブリに変換
ポリラインで作成しておいた形状を一括でサブアセンブリとして登録します

③Subassembly Composerを使って開発
参考資料 http://bim-design.com/infra/training/iconstruction.html

例えば河川断面をポリラインで作成 作成された河川のコリドーモデル コリドーモデルから作成した横断図



横断の抽出と横断図作成
Civil3Dでは横断図の作成は、作成した3次元の形状であるサーフェスとコリドーモ
デルから各測点の情報を抽出して作図します。

コリドー、サーフェスの一覧から抽出するデー
タソースを選択します。
この例では現況地形の「サーフェス1」と計画道
路の3次元形状である「コリドー（1）」が選択
されています

横断を抽出する位置や範囲を選択
します

各測点で横断が抽出されるので横断図とし
て作図します





http://bim-design.com/infra/event/

■ AutoCAD LTからのステップアップ！初心者向けCivil3D活用講座
第5 回： Civil3D 造成計画、土量計算編 2021 年 2 月 3 日（水）13:20 - 14:00

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
■ Revitによる土木構造物作成講座

第4回：曲線橋梁の作成例（中級） 2021 年 1 月 20 日（水）13:20 - 14:00

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
■ 初心者向け InfraWorks 活用講座

第4回：橋梁設計編 2021 年 1月 27 日（水）13:20 - 14:00

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
■ 今日から使う建築・建設向けジェネレーティブデザイン

2021 年 1 月 15 日（金）13:00 - 14:00

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
■ 干渉チェックから施工ステップまで、Navisworksを使いこなす

2021 年 1 月 26 日（金）13:00 - 14:00

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
■ 点群データ活用や写真からモデル作成まで、ReCapを使いこなす

2021 年 1 月 29 日（金）13:00 - 14:00

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
■ Dynamoとは？ Dynamo活用例

第1回：土工編 2021 年 2 月 10 日（水）13:20 - 14:00
Dynamo の概要と、土工での Dynamo 活用術（法枠の自動作成、擁壁の自動割付など）をご紹介します。

第2回：土木構造編 2021 年 2 月17 日（水）13:20 - 14:00
土木構造物のBIM/CIMモデル作成にDynamoを活用するためのヒントとなる、曲線橋梁やシールドトンネル
の自動作成などの事例をご紹介します。

オートデスク 無料 オンラインセミナー
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